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円
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補
助
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足
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金
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し
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運
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ま
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2015年鹿は保険料を故定せ..，ζ遅嘗します。
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円
と
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ま
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。
議
入
の
確
保
の
た
め
、
予
算
要
求
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ガ
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な
ど
固
の
補
助
金
を
削
減
さ
せ
な

い
取
り
組
み
が
大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国保組合の財源は不足しています。
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約5億円
収入不定です。
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磁
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守
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’ 社会保障の切り崩しを
くい止めるたゆ
奮闘しましょう

理事長漕巻圭一

置
い
て
運
営
し
て
い
け
そ
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で
す
。

し
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率
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助
金
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し
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度
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な
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す
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と
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が
、
繰

越
金
で
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を
揖
え
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歳出で一番多いのが6割を占める保

険給付金で、一人あたりでは年間16万

6743円になります。「チャレンジ4Jを進め
て重症化入院をなくし、ジェネリック医薬

品への切り替えも’
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，司開園 減らすことができま
弓ヂ 極通過 す。

組合員・京銀官人あたり｛鈎27.5万円）で見た予算<
倒3
歳入の半分は皆さんの保険料で一人

あたりでは年間14万4859円になります。
一方国の補助金は4割の11万7803円で

す。補助金治哨O滅されると保険科が増え

てしまいまずから補助

金確保の運動が大切
です。
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務
省
と
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生
労
働
大
臣
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路

年
度
予
算
折
衝
の
中
で
、
現
状
認
%

の
補
助
を
民
年
度
か
ら
段
階
的
に
縮

小
し
、
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低
で
時
%
の
補
助
と
す
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針
で
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し
ま
し
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階
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5
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万
円
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組
合
（
建
設
国
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な
ど
〉
は
現

行
の
沼
%
が
緯
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さ
れ
て
い
ま
す
が
、

持
来
的
に
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
で

で
き
ま
し
た
。
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①国保IC:加入する伸聞
奄揃争そう。

笹灘鷹づくりで、医蛾贋
奄抑えよう。

告湖助金糟保・制店哉思
民対＠週勘をしよう。
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し
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源
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険
制
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を
据
え
置

い
て
運
営
し
ま
す
。
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よ
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縁
遠
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運
動
へ
の
ご
協
力
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保
組

合
の
日
々
の
運
営
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
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険
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数
、
介
護
納
付
金
銭
す
の
減

少
な
ど
に
よ
り
縁
績
は
前
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と
な
る
も
の
の
、
医

療
費
の
伸
び
を
見
込
み
、
一

人
当
た
り
で
は
現
行
水
準

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
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補
助
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見
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頑
張
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散
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員

今
ま
で
一
樟
だ
っ

た
定
率
補
助
金
の

段
階
的
な
削
減
が

決
定
し
た
こ
と
は
、

今
後
の
園
保
組
合

の
運
営
に
直
結
し

ま
す
。
私
た
ち
の

土
建
国
保
を
守
る

た
め
に
奮
闘
し
ま

し
ょ
う
。

国
保
科
が
値
上

げ
に
な
ら
な
く
て

良
か
っ
た
と
い
う
率

直
な
感
想
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
土
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国
保
を
守
る
た
め

の
補
助
金
確
保
に

は
予
算
要
求
ハ
ガ

々
の
取
り
組
み
が

と
て
る
大
切
で
す
。

自
分
の
病
気
の

体
験
か
ら
、
土
建

国
保
の
あ
り
が
た

さ
が
よ
く
わ
か
っ
た

と
報
告
が
あ
り
、

重
症
化
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
健
康

診
断
の
大
切
さ
そ

仲
間
に
広
げ
て
い

き
ま
し
さ
え

多敏醸当

。高額a揖貨の自己負担眼底翻がかわりました。
砂2015年1月診擦分より、自己負担限度額が3区分から5区分に変更されました。
砂高額療養費は暦月の 加1鮮明湾建E

保険分自己負担額か 一一圃 一「仁ご一 眼醐
ら右表の「限度額Jを 一一・·－－－ ー＿ 1「一 週帽

引いた額に怒ります。 聞 901万円超 252,600円＋1%111 lA0.100円
砂暦月の負担が右表の !!lb 刺岨副，842,000P.I>川% ’ 

金額を趨える高齢 圃 ω万円削1澗以下 167,400円＋1%•2
- - •2畑翻酪湖，側聞＞＜ 14111入院や通院をする時 置置ー
E’ 向 80,100円＋1%削

はJ限度額適用認定 圃 21甥円超仰澗以下前畑掛W刷用X

証Jを国保組合に申 園ー 210万円以下 I 57,600円
請すると病院窓口で 置置＝ 『
の負担が減少します。 園一 住民僻醐 I 35,AOO円

93，α）（）円

AA,AOO円

AA,AOO円

2A,600円

欝：；，~~~固鵬に

か喰傘鯵~で考1三 厩周』届

組合員は、自分の世帯に異動〈家簾の加入・喪失・
住所変更等〉があったときには、必す14日以内に
所属の支部iζ届出をしてください。届出が遅れる
と、保険料をさかのぼって支払っていただくととも
ありますので、ご注意ください。

周目ゐ

。出店宵~91一時禽＠肉眼がかわりました。
砂 1月出産分から出産育児一時金は「本体分J40万'4000円、産科医療

補償制度分1万6000円の合計42万円として支給します。

砂出産費賞金貸付金は2015年1月出産より40万4000円と忽りました。

©2015年鹿＠詳しい割店跡、保険医焚機会でお漉しする
『忽るほどガイドフッタ2015J （特典舗に同封〉
また肱ホームページをと覧ください静
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今後~1と＜~んの＼
お便りt-お待ち
しています。

国保組合・織濁標告側ふ864-4381
問い合わ世｝

www.sα1・doken-kokuho.jp/

新年号への150通のお便り、
ありがとうございました。
当選者の発表l志、発送をもって代えさゼていただきました．


